
(1) 担当支部： 岐阜支部 11707
分水嶺区分 2005年 3月 20日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
白木　貞次 5437
佐藤　正雄 7498
藤田　純江 11338
藤井　法道 11533

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 西ウレ峠
分水嶺到達点W05〃
　 西ウレ山 1:10 B-4
W060 火山分岐 0:40 B-4
W061 三尾河 1:15 B-4

分水嶺離別点W06西ケ洞 137 2 36 0 4.3 1,300 1:50 B-4
歩行終了点 麦島集落 1:10 B-4/A-1

総所要時間：

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞ
を記入してください 点名 等級 方位

W061 三尾河 ３ 不明
W062 西ケ洞 ３ 測定せず

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）

前;なし　　後;西ｹ洞から麦島の集落へ尾根、沢、林道を下る(サポート隊が麦島へ車を回送)
西ウレ峠～西ウレ山(1313)～火山分岐～三尾河(Ⅲ△1310.4)～西ｹ洞(Ⅲ△1290.2)

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

所要
時間

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

16.1

今峰 正利
11770

堀　　義博
中島 眞一

会員番号：堀　　義博
(3)山行日：W059西ウレ峠～W062西ｹ洞

13212若井　登久雄

11799
２名

11794 その他 １名 （入会希望者）

事務局整理記入欄 岐阜－11
薄曇り

早田　道治 562612744
サポート要員氏名および会員番号

W059～W061：太平洋側はおおむね杉、桧、カラマツの植林帯、日本海側は二次林が続く。

良好

特記事項

E１３７°02′10.4″ N 36°01′19.5″(点の記より)
E１３７°02′16.0″ N 36°00′04.2″(点の記より)

保存
状況

不明

W061～W062：日本海側も植林帯が出てくる。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
　　　　　　　　　　No.1：左側（太平洋側）は桧の植林帯、右側（日本海側）は二次林。その間の分水嶺を歩く。
　　　　　　　　　　No.2：２回目の挑戦で見事に西ヶ洞(W062)の三角点を掘り当てる。積雪は50cm程度になっていた。

特になし

6時間05分総歩行時間（休憩時間を除く）：

7時間45分

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

出発
時刻

久野 菊子
野村 百合子

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

13249長屋 桂子
11707

西ウレ峠～西ウレ山：途中から左側(太平洋側)より遊歩道がついている感じで、標識がある。遊歩道は火山まで続いているかは不明。

１１名



表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

                     No.1：左側（太平洋側）は桧の植林帯、右側（日本海側）は二次林。その間の分水嶺を歩く。

                                                                    No.2：２回目の挑戦で見事に西ヶ洞(W062)の三角点を掘り当てる。積雪は50cm程度になっ
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